病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	






令和8年4月30日(木)　　　　　　　　　　　　司会・記録：竹ヶ原　真太郎
	赤坂
	城内
	竹ヶ原
	滝田
	橘
	田口
	佐々木
	奥寺
	吉田

	明け
	当/準
	〇
	準
	休
	〇
	休
	準
	休

	田端
	加賀
	冨澤
	柴垣
	
	
	
	
	

	明け
	〇
	休
	〇
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・

＜入室状況＞
【外泊】
・中村　徳子様～4/29　13：30～5/1　14：00までGH体験利用目的

[bookmark: _GoBack]＜患者様連絡事項＞
・吉田　悦子様～膀胱留置カテーテル抜去後、自尿あり経過観察している。

＜要注目患者様＞	
・上村 みわ様～不穏さなく悲観的言動なし。疼痛自制内で静穏に過ごしている。					
						
･関口 莉那様～飲酒に関連した言動なく不調不満訴えなく、静穏に過ごしている。

＜皮膚科診察＞
・吉田　悦子様～エキザルベ軟膏処方
・松原　義壽様～デルモゾールDP軟膏、ヘパリン類似物質油性クリーム処方
・向井 敦子様～テルビナフィン塩酸塩外用液、デルモゾールDP軟膏、ヘパリン類似物質油性クリーム処方
・高柳 和子様～デルモゾールDP軟膏、デルモゾールDPローション処方
・成田 富士子様～エキザルベ、テルビナフィン塩酸塩外用液処方
・中村　豊様～右足底（第5足趾付近の鶏眼）：5/4（月）スピール膏貼付し、5/7（木）鶏眼除去予定。
ウレパールクリーム、アズノール軟膏処方

＜村上Dr診察＞
・中野渡　鉄男様～主治医指示にて処方変更せず経過観察となる。

・高橋 康満様～主治医より本人に対し次回の皮膚科診察時に再度発赤部診てもらうよう説明あり、笑顔で「わかりました」と返答される。処方変更なし。



